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右 耳下 腺腫 瘍の 肺転 移で湊 痛コ ン トロー ル目 的で 入院

し た２５歳 の 男 性 は， モ ル ヒ ネ ヘ の 依 存 と 痛 み に 対 す る

不 安 が あ り，湊 痛 コ ン ト ロ ー ルカミ困 難 で あ っ だ． ＭＳ コ

ン チ ン と 向 精 神 薬 の 内 服， 鎮 痛 坐 剤， 神 経 ブ ロ ッ ク，

理 学療 法， 散歩 雫マ ッサー ジ等 様女 な方 法 で湊痛 コ ン

ト ロ ー ル を 図 り， 外 出 や 外 泊 が 実 現 し た が， 痛 み と 不

安 に対 応す る医 療体 制を 整える こ とが 困難 で在宅 療養

は 実 現 で き ず ホ ス ピ ス ヘ 転 院 と な っ た． 終 末 期 在 宅 療

養カミ抱 支 る 以 下 の 問 題 点 に つ い て 考 え さ せ ら れ た．

１． 公 共 の 在 宅 療 養 の 対 象 者 が 制 限 さ れ て い る
．

援 助

内 容 の 制 約 カミあ り， 不 統 ］ で あ る．

２． 民 問 の 在 宅 療 養 シ ス テ ム に 関 す る 内 容 の 情 報 入

手 手 段カミ不 明 瞭 で あ る．

３．
家 族 を サ ポ ー ト す る 専 門 家 の 確 保 カ 堀 難 で あ る

．

２． 口 腔癌 ターミ ナ ル患考 の在 宅移 行期 に おける 家

族へ の看 護援助 に つい て

（歯 科口 腔外 科） 丸岡 靖史 ・

横尾 恵美子 ・ 三宮慶 邦・ 扇 内秀樹

口 腔 が進行 癌に 侵さ れ， 治 療 の甲 斐も なく不 幸に し

て終 末期 を迎 える 患者 は顔 面， 頸部 の変形， 機 能的 障

害 な ど 著 し い Ｑ．Ｏ，Ｌ．の 低 下 が 認 め ら れ る． 今 回 口 腔 末

期癌 で， 本人 と家 族の 希望 で自 宅療 養と なった 患者 に

つ い て そ の 概 要 を 報 告 し た
．

患 者 は７４歳 男 性， 左 頬 粘

膜 扁 平 上 皮 癌 丁２Ｎ２ｂＭＯ Ｓｔａｇｅ ＩＶ の 診 断 で王９９４年 ３

月 入院， 進 展癌 であるカ 堀 者と 家族 の希 望で 根治 手術

は 行 わ ず， 原 発 巣 に６０Ｃｏ 外 照 射 と Ａ刈 ｇｒａｉｎ の 組 織 内

照 射 施 行 した． し か し， 左 頸 部 の 腫 脹， 湊 痛 が 増 強 し

た た め， 同 年 ８ 月 左 機 能 的 頸 部 郭 清 術 施 行 を し た． そ

の 後再 発 した た め１９９５年 ２月頼 部腫 瘍拡 大切 除， 下顎

骨 区域 切除， 左 全頸部 郭 清， 即 時 再建術 を施 行 した
．

同年４ 月， 腫瘍 再発 し頼部 皮 膚， 頸部 にか けて広 範囲

に 浸 潤 し た こ と に よ る 開 口， 嚥 下 障 害 の た め， 経 管 栄

養 と な っ た カ、 ４ 月２８日 患 者 と 家 族 の 希 望 で 退 院 し た．

訪問看 護 を受 けなカミら自 宅療 養し， 定 期的 に外 来通院

し て い た が， 肺 炎 の た め ５ 月２９日 死 亡 し た．

２． 口腔 癌タ ーミ ナル 患者 の在 宅移 行期 にお ける家

族へ の看 護援助 に ついて の１ 考察

（看 護部） 亀井 由三 子・ 原 和美 ・

知念 志美 ・甲 斐節 子・ 飯塚 桂子

口 腔外 科病 棟で は， 年間 数例の ター ミナ ルを 迎乏 る

患者カミお り， 畏年 住み 慣れた 自宅 で 過ご したい と希 望

す る 患 者 も い る． こ れ ま で 退 院 後 自 宅 で 必 要 で あ る と

思 わ れ る ケ ア の 指 導 を 行 っ て き た が， そ の 指 導 内 容 や

方 法 に 対 し，看 護 婦 間 で 十 分 な 評 価カミな さ れ ず に い た．

今 圓タ ーミナ ル を迎え た口 腔癌 患者 の退 院準 備か ら在

宅 まで の看護 指導 にお いて 看護 援助 の方 法， それ に対

する 家 族の理 解度 や思 い， 今後 の課 題に つい て学 んだ

こ と を 報 告 す る．

①退 院後， 患 者に関 わる 人を 確認 した 上 で指導 を進

め て い く 方 が 効 果 的 で あ る． ② 手 技 を 獲 得 す る た め に

は 繰 り 返 し 実 施 す る こ とカ 状 切 で あ る． ③ 指 導 を す る

際、看 護 婦 は 患 者 や 家 族 の 立 場 に 立 っ て，具 体 的 イ メ ー

ジをす るこ とが 必要 であ る．
④ 患者 や 家族の 理解 度や

能 カ を 把 握 し て 指 導 を 進 め て い く こ と が 大 切 で あ る．

⑤患者 や家 族に 指導 を行う 際， でき る だけ早 い 時期か

ら の 関 わ り が 必 要 で あ る． ⑥ パ ン フ レ ッ ト を 用 い る と

視覚 から も指導 内容カミ情 報と して 入り， 退 院後 も見直

し， 確 認カミで き る の で 有 効 で あ る．

今 回 の 事 例 を 通 し て， 今 ま で 行 っ て き た 指 導 を 振 り

返 り， タ ー ミ ナ ル 期 に お け る 看 護 援 助 に つ い て は 患 者

と家 族の 理解， 患 者を受 け入 れる 家族 の姿 勢カミ大切 で

ある とい うこ とを 再認識 させ ら れた． 今後 も一 人一 人

の事 例を 積み 重ね， 患者 や家 族カ演 心 した 在宅 療養 が

で き る よ う， 看 護 援 助 に 取 り 組 み た い と 思 う
．

３． 乳 癌骨 転移 の湊痛 の ため在 宅 にて モル ヒネ皮 下

注 を行っ た１ 例

（放 射線 科） 兼安祐 子 ・西井 規子 ・

服 部 文 子 ・ 武 本 充 広 ・ 唐 沢 久 美 子 ・

福 原 昇 ・ 喜 多 み ど り ・ 大 川 智 彦

（第二外科） 木村恒人

（聖 ヨ ハ ネ 会 ホ ス ピ ス 桜 町 病 院 ホ ス ピ ス 科）

小穴正博

末期 癌患 者に とっ て， 人 生の 終末 を在 宅 で安ら かに

送 れ る こ と は 重 要 な こ と で あ る． 今 回 我 々 は， 放 射 線

療 法お よ び化学 療法カミ無効 な 乳癌骨 転 移によ る湊 痛に

対 し， 在 宅 に て モ ル ヒ ネ 皮 下 注 を 行 っ た １ 例 を 経 験 し

た の で 報 告 す る．

症例 は２５歳女 性で， 左 乳癌 Ｉ期 にて 根治手 術施 行後

に急速 に 進行す る骨 転移 を来 した． 抗 癌剤 治療 は無効

で あ っ た． 骨 転 移 に よ る 湊 痛 が 高 度 で あ っ た た め モ ル

ヒネ 皮下 注を 開始 したと ころ， 除 痛効 果良 好で あった

ので 在宅 へ移 行した． 低 栄養 状態 や家 族の 看護 疲れ 等

で ホ ス ピ ス ヘ の 入 退 院 を 繰 り 返 し たカミ， 永 眠５０日 前 ま

で家 族と 過 ごせた． 末期 癌患 者の 在宅 療養 に向 けて 更

に 検 討 す べ き で あ る．

４． タ ー ミ ナ ル ス テ ー ジ に お け る ソ ー シ ャ ル ワ ー

カー のか かわ り

（医 療社 会福 祉室） 清 水 由美子 ・

一 ８６９ 一




